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大学キャンパスの場所アイデンティティに関する研究 
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本研究は、自粛期間で行ったオンライン授業という大学キャンパスから離れる体験に注目し、大学キャ

ンパスという物理的な場所と触り合わないことはどのように大学生のアイデンティティに影響を与えるか

を明らかにすることを目的とする。まず、キャンパスでの大切な場所とその理由を自己形成の過程の観点

から分析することによって、キャンパスの価値を四つに整理した。そして、コロナ禍によってオンライン

授業期間中によく思い出したキャンパスでの場面の調査から、空間に対して自分の経験を写像するプロセ

スに着目し、自己感覚の形成について考察した。その結果、空間、他者と自分の関係を着目し、四つのモ

デルを得られた。以上の考察を踏まえて、最後に個人属性と関連付けた分析をすることにより、実際に通

学して大学生活を経験することによって、自分自身の捉え方が変化し、より自分のアイデンティティを確

認できることが明らかとなった。
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1． 序論

(1) 研究の背景と目的

人は物理的空間との関係を構築し、意味を与える

ことによって自分の場所が生まれる。ある空間で経

験をしたりすると、自分なりの文脈が形成され、場

所が意味を持つようになる。場所が個人の自己を定

義し、自己概念を維持する力を持つ時、その絆は場

所アイデンティティと呼ばれる 1)。場所アイデンテ

ィティの生成契機の一つである日常のルーチンから

一時的に離れる体験によって、場所を捉えなおすこ

とがあると考えられる 2)。また、自己形成期の体験

の中で、何らかの感情を伴って、度々思い起こされ

ることによって、心の中での風景として定着する。 

また、発達的危機や移行期と呼ばれる大学時代で

経験したことは個人の自尊心を支え、継続的なアイ

デンティティの基盤となる 3)。大学生は大学キャン

パスという物理的な空間で勉強、交流することによ

り、社会化を過程し、アイデンティティを形成する。

しかし、新型コロナウィルスの影響で、2020 年 4月

に緊急事態宣言が発令され、多くの大学は授業のオ

ンライン化が推奨された。これは感染リスクを軽減

する一方、キャンパスで大学生活を送る体験が失わ

れてしまう。具体的には所属大学の環境に触れる体

験、または友人と一緒に勉強や交流することなどが

できなくなることにより、自分の大学生としてのア

イデンティティの形成にも影響があると考えられる。 

以上に示した問題意識より、オンライン授業によ

り通学できないという体験は、通学が当たり前であ

った学生にとって、大学キャンパスという場所を捉

えなおす契機となると考えられる。 

本研究では、自粛期間で行ったオンライン授業と

いう大学キャンパスから離れる体験に注目し、早稲

田大学の大学生にとってキャンパスでの大切な場所

とキャンパスに関して記憶に残っている風景の内容

分析や個人属性との関係性を把握することで、通学

することはどのように大学生のアイデンティティを

支えるかを明らかにすることを目的にする。 

(2) 研究の流れ

はじめに 1 章では、「場所アイデンティティ」に関

連する既往の議論を整理した上で、本研究での「場

所アイデンティティ」の定義を行う。さらに、本研

究で分析対象とする「キャンパスでの大切な風景」、

「記憶に定着したキャンパスに関する心の中の風景」

と「アイデンティティ」との関係を整理し、分析の

方法を示す。次に 2 章では、大学キャンパス内の大

切な場所の調査によって、空間利用の実態を明らか

にし、個人にとって重要である体験と心情などの特

徴を把握し、主体属性との比較を行う。3 章では、

2020 年春学期のオンライン授業期間によく思
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図 1.本研究の流れ 

思い出した場面の調査によって、キャンパスと一時

的に離れている間にもよく思い起こされた風景を明

らかにする。4 章では、帰属意識の分析によりアイ

デンティティの考察を行うため、大切な場所やよく

思い出した場面と個人属性を関連付けた分析を進め

る。そして、個人の体験によって集団で共有された

共通性と類似性を比較する。5 章では、それらの結

果を踏まえて、キャンパスの場所アイデンティティ

を明らかにする。

(3)用語の定義

a)大切な場所

人文地理学では、透明で均質的な「空間」に対し、

人々の主観的な意味が付与されたものを「場所」と

している 4)。大切な場所は心の拠り所を意味し、こ

れまで経験してきたことの記憶、重要な他者との思

い出、社会的な関係といった個人的な意味を結びつ

ける。故に、大切だと思う場所により、その人が大

事にしている感情や自我同一性の考察ができる。そ

して、一人一人の場所との関係から地域と集団の全

体の構造を見ていくことができる。 

b)場所アイデンティティ

通常、場所アイデンティティは二つの意味を持つ。

一つ目は地域らしさを指し、場所が持つ特徴を意味

する場所のアイデンティティである。二つ目は、自

己という存在への場所の投影としての意味が強調さ

れた自己の場所への帰属感である 5)。エリクソンは、

ある居場所、適所を得ることで、自分のアイデンテ

ィティをつかむ。居場所、または大切な場所とその

時の心情を入り口として、アイデンティティと迫っ

ていこうとしているのである 6)。

本研究は後者の定義を取り上げて、キャンパスと

いう空間を共有した集団に当時の生活行動を想起さ

せ、個人の体験の語りの中から共有された心の中の

風景を抽出することで、自分の経験を写像するプロ

セスから、その空間に対する感情まで考察する。

(4) 研究の位置付け

 地域イメージや場所愛着といった場所と個人の情

動的なつながりに関する研究が多く存在するが、大

学キャンパスを対象とした研究は少ない。大学キャ

ンパスの空間構造に関する研究は多くあるが、大学

生のキャンパスに対する認識、またはキャンパスと

の関係を分析することでアイデンティティを明らか

にする研究はない。そして、新型コロナウイルスの

感染が拡大後、キャンパス利用の変化により大学生

のアイデンティティの変化に関する研究はない。 

本研究は、大学生を対象とし、キャンパスという

空間を共有した集団に当時の生活行動を想起させ、

個人の体験の語りの中から共有された心の中の風景

を抽出することで、キャンパスの空間構造を基に空

間認識と自分の経験を写像するプロセスから、その

空間に対する感情まで考察する点が特徴である。

2.キャンパスでの大切な場所に関する調査と

分析

(1) 調査概要

本研究では早稲田大学の新宿区の三つのキャンパ

スの学生を対象とする。回収率を高めるため同じ内

容の紙アンケートとウェブアンケートを作成する。

調査方法に関しては、各キャンパスの学生ラウンジ、

図書室にてアンケートを回答してもらうという方法

をとる。アンケートでは回答者の基本情報、キャン

パスでの大切な場所とその理由、場所に対する感情、

オンライン授業期間よく思い出したキャンパスでの

場面、所属する団体に対する意識を回答してもらう。 

調査の概要を表 1 に示し、調査協力を得られた学

生の人数は合計 221人となった。調査対象者の基本

属性は表 2に示す。調査対象が学部 1年生から博士

3 年まで分布しており、所属する学部、研究科と通

学キャンパスには極端な偏りは見られなかった。 

(2) 大切な場所の集計

アンケート調査では、大切な場所において 240件

の回答が得られた。大切な場所の分類とその理由の

例を表 3に示す。オンライン授業になる前（2020 年

春学期）にすでにキャンパスに通った経験がある学

部 3年以上の学生とオンライン授業が始まる時期以

後（2020 年春学期）に入学した、現在の学部 1 年、

2 年生の間には、場所の利用とそれに対する気持ち

に差がある。具体的には、学部 3、4年生は過去にキ

ャンパスで経験した自分自身のエピソードを語るこ
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とができる。これはキャンパスの利用経験により、

場所アイデンティティを形成しているためと考えら

れる。そのため学部 1,2 年生と学部 3年生以上と分

けて、三つのキャンパスでの大切な場所とオンライ

ン授業期間（2020 年春学期）によく思い出したキャ

ンパスの場所をプロットする。この分布の様子をそ

れぞれ、図 3、図 4、図 5に示す。

表 1 調査概要

表 2 回答者属性

表 3 大切な場所の分類とその理由の例 

また、学年別に大切な場所の特徴を探るため、最

頻出する 7 つの場所と 12 つの言葉を自由記述デー

タの形態素解析により求めた。そして、頻出語を列

とし、学年を行とするクロス集計表を使って、コレ

スポンデンス分析を行った。分析結果の特性図を図

6に示す。 

第一軸は「行う活動の性質（勉強中心―社交中心）」、

第二軸は「場所の類別（特定の場所―多目的、不特

定の場所）」が表現されていると解釈できる。また、

図 6 中の枠はコレスポンデンス分析で得られたサン

プルスコアを用いてクラスター分析を行った結果を

囲っている。 

図 3 早稲⽥キャンパスでの⼤切な場所の分布 

図 3 早稲⽥キャンパスでの⼤切な場所の分布 

図 4 ⼾⼭キャンパスでの⼤切な場所の分布 

図 5 西早稲田キャンパスでの大切な場所の分布 
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図 6 から、学部の学生では学年が低い頃は不特定

の場所で勉強活動を多く行い、学年が上がって大学

生活が落ち着くことにつれて、特定の場所で社交的

な活動といったより多様な活動を行う傾向があると

考えられる。そして、卒業に近い学部 4 年生は進路

を考えたり卒業の準備をしたりすることによって、

固定の場所で資格勉強や就職に向けて自己成長的の

活動に回帰する傾向があるとわかる。その過程に伴

いアイデンティティを形成していくと考えられる。 

 
(3) 大切な場所の分類 

同じ場所であっても、その場所が持つ性質や場所

との関係によって、大切に思う理由が異なっている。

本節では、個人にとってその場所が大切である理由

に注目し、具体的な個々の場所が人々とどのような

関係を持つかを分析し、場所の良さ、価値を考察す

る。具体的には、キャンパスでの大切だと思う場所

に関するエピソードとその時の気持ちのテキストデ

ートから定性的コーディングを行い、ラベル付けを

する。 

図 6 類型別特性図        

 

その作業により、場所の機能と環境に対する直接

的な評価、場所を使って活動するための間接的な評

価、場所で身分を確認できるという所属感、と三つ

の観点を分類した。さらに、場所の機能の評価を「勉

強に適合している」と「環境が良い」と分類し、行

う活動を「自己成長活動」と「充実を感じる活動」

と分類した。ここで、勉強に適合している環境であ

ることと自己成長活動を行うことの目的が一緒の

ため、一つの価値に合併できると考え、その結果、

四つの価値を得た。大切な場所のカテゴリーと記述

例を表 4に示す。 

 

3. コロナ禍によく思い出した場面の分析 

 

(1) よく思い出す場面の集計 

現在の学部 1年、2年生は 2020 年春学期に通学経

験がなかったため、オンライン授業期間（2020 年春

学期）によく思い出したキャンパスの場所という質

問の回答は不要とし、学部 3年以上の学生から 93 件

の回答が得られた。結果を表 5に示す。 

 

表 5 よく思い出したキャンパスの場面とその理由の例 

表 4 大切な場所のカテゴリー
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(2) よく思い出す場面の類型化 

オンライン授業期間によく思い出した場面の本

質を分析するため、自由記述回答を整理する。場面

の中の自分と他者の状態に注目し、6つのタイプを

得た。その結果は表 6に示す。 

タイプ A では特定の他者と交流する場面であり、 

「サークルの始まる前、終わった後に友達とだらだ

ら談笑できる場面」というような、既に親しい人と

の会話、交流が思い出される。教室、学生ラウンジ、

学生会館といった複数の場所に分布している。また、

不特定の他者と交流する場面もある。タイプ Bは他

者と交流しない場面である。直接会話をするわけで

はないが、場所と時間を共有し、お互いに人がいる

ことを認識しあっている状態となっている。その状

態によってモチベーションを感じたり、ある団体に

帰属する実感を感じたりすることができる。タイプ

C は場面の中に人がいないが、キャンパスの景色と

機能的な施設を評価する。タイプ Dは場面を描いて

いないが、習慣的に使っているため、よく思い出す。 

また、回答者の学年ごとの回答数を集計した。そ

の結果を図 7に示す。 

   

図 7 学年別のよく思い出した場面                             

               学学部 3年生、学部 4 年生、修士 2 年生に、タイプ

A が多く見られた。キャンパスで友人または実際に

知り合った人と直接に触れることが大事だとわかる。

学年間の差異の原因として、一つは、現在の学部 4

年生の通学経験がより豊富であることで、記憶に残

る場面もより豊富となること。もう一つは、現在の

学部 3年生にとって、一年間のキャンパスライフを

過ごして、突然通学ができなくなることに対し、既

存の友人関係をより大事に感じているのに対し、二

年間の通学経験を有し、キャンパスライフに慣れた

現在の 4 年生は、不特定の他者との関わり、つまり

場所によって生まれる日常を楽しむことができるた

めと考えられる。 

 

4. アイデンティティの考察 

 

(1)帰属意識の相関関係 

全での回答者にそれぞれ自分の大学、サークル・

部活、学部・学科およびゼミ・研究室という 4つの

項目への帰属意識を 5 段階評価で回答してもらっ

た。学年別の結果を表 7に示す。 

 

表 7 学年別回答者の帰属意識 
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表 7により、学年が上がることにつれて帰属意識

が高くなる傾向があるが、学部 2 年生だけは大学、

サークル・部活の帰属意識の中に「強く持っている」

と「ややもっている」の比率が学部 1年生より低い

ことがわかる。 

また、2020 年春学期以後の、大学の諸施設それぞ

れの利用制限と授業の形態の変化の概要を図 8 に

示した。図 8により、2020 年の春学期ではすべての

授業がオンラインで行い、2020 年の 6 月までキャ

ンパスは入構禁止となり、開放しても諸施設の制限

があることがわかる。それに対して、2021年 1月か

ら対面授業 7割実施となり、キャンパス施設利用制

限も緩和している。つまり授業のオンライン化は継

続していても、現在の学部 1年生は大学に入ってか

ら普通のキャンパスライフを体験することができ、

最もコロナ禍により通学できないことに影響され

たのは現在の学部 2 年生である。 

また、四つの項目で、お互いの相関関係を考察し

た上で、重回帰分析を行った。結果は表 8 に示す。

早大生としての認識度合いを従属変数とし、学部・

学科とサークル・部活に所属する認識度合いを独立

変数とした場合は、有意な正の係数が確認された。 

以上により、オンラインで専門の授業を受けること

ができたことにより「学部・学科」「ゼミ・研究室」 

の帰属意識に影響しなかった一方で、リアルにサー 

クル活動したり、キャンパスと触り合ったりするこ 

とができなくなることによって、帰属意識が低くな

ると考える。 

表 8 帰属認識度合いを独立変数とした重回帰分析 

 

                     

(2)アイデンティティの自己評価による考察 

アンケートでは、「あなたは、自分がどんな大学

生であると認識していますか」という自由記述の設

問を設け、合計 213 件の回答を得られた。自由記述

の中に、「普通の大学生」「理系大学生」のような客

観的な記述を 3 点に、ポジティブとネガティブな記

述をそれぞれ程度により、5点から 1 点に点数をつ

けた、記述と点数の例を表 9に示す。 

回答者の学年と自己評価の点数を集計した結果

を図 9に示す。図 9により、学年が上がるにつれて

自己評価が高くなる傾向があるが、学部 2 年生だけ

3点以下のネガティブな記述の比率が高いことがわ

かる。また、学年別で記述の内容を考察した結果を

表 10に示す。 

 表 10 から、学部 1年生は自己評価が高い時に

「真面目」という言葉が多く、自己評価が低い時に

「あまり勤勉ではない」という勉強面からの評価が

多く出る傾向がある。その一方で、学部 3,4 年生の

中には「自由」「充実」といった多次元から自己評

価をする傾向がある。それは実際に大学生活を体験

することによって、より自分自身の行為を認めるよ

うになって自我同一性のアイデンティティを形成

しているためと考える。また、ネガティブな記述が 

 

表 9自己評価の点数と記述の例 
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図 9 学年別自己評価の割合 

 

表 10自己評価の分類と学年別の結果 

 

 

多い学部 2 年生の中に、「将来何をしたいのが明確

な目的意識が持てず、時間を無駄に消費している悪

い大学生の見本のようになってしまっている」とい

った彷徨を表す記述が多い。それは 1年生から通学

できない、最もコロナ禍の影響を受けた学年のため、

キャンパスライフを実際に体験できないことと関

係があると考える。 

 

 

5. 結論 

 

(1)本研究のまとめ 

 本研究では、キャンパスの大切な場所の分析によ

り、得られたキャンパスの四つの価値が得られ、そ

の中でも特に、個人目標の実現、充実性を感じる、

所属意識を強めるといった三つの価値が自己形成

と関わることがわかり、その三つの面から大学生の

自己形成過程に大きな影響を与え、自分自身を肯定

的に見ることによってアイデンティティを支えて

いることが明らかとなった。 

また、よく思い出す場面の分析により、通学でき

ない時期で、大学で友人と会うことは最も多く思い

出されることがわかる。一方、キャンパスで人と交

流することができなくなるだけではなく、その場所

で知らない他者と共にいる感覚にも大学生に影響

を与えていることが明らかとなった。 

最後に、所属意識と個人評価を考察した上、通学

して大学生活を経験することによって、自分自身の

捉え方がかわり、より自分のアイデンティティを確

認できることが明らかとなった。また、2020 年春学

期以来、大学の諸施設それぞれの利用制限と合わせ

て考察することによって、最もコロナ禍により通学

できないことに影響された学部 2 年生は、目標性が

ないと感じられやすいなど、個人の大学生としての

自己評価に影響していると考えられる。 

 

(2)今後の展望 

本研究では、アンケート調査により、コロナ禍に

より通学できないことが大学生のキャンパス空間の

利用とそれに対する思いについて、学年ごとの特徴

をまとめた。コロナ禍により新たな生活仕様の中で、

物理的な環境との触れ合う状況の変化は人々の内面

の感情にもかなり大きな影響を与えたと考える。一

時的な変化もあるが、個人のある段階で起きた変化

は将来の様々な面に作用することもあると考えられ

る。キャンパスのような基本的には使用価値のため

に設けられた施設にも単に「使う」こと以外に、人々

に提供、新たに生まれた価値は考えられる。また、

テレワークといった様々なオンライン化により得ら

れるものと失われるものがあり、失われたものをサ

イバー空間を構築する時に補填する可能性について

は考えられる。 
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